
2026年度当初予算成立
⚫ 2026年度予算案が４月７日、参議院本会議で与党などの賛成多数で可決、成立した。農林水産関係は前年度から１％（250億円）増の

２兆2,956億円を計上し、政府・与党が進める農業構造転換に向けた財源として、前年度比約２倍の494億円を確保した。

⚫ 当初予算の成立が４月にずれ込むのは、2015年度以来11年ぶり。

⚫ 財源確保に向け、2026～29年度の４年間に限り日本中央競馬会（JRA）から毎年250億円の拠出を受けることとなり、拠出を可能にす
るための臨時措置法は３月31日に成立した。
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№89（2026年４月10日）

令和８年度当初予算に係る公共事業の箇
所別予算額の配分については、地域の実
情や地方公共団体からの要望等を勘案し
つつ、緊急性の高い地区や効果の早期発
言が見込まれる地区を優先されている。
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米のコスト指標（令和８年４月）
⚫ 米穀機構は、食料システム法に基づくコスト指標作成団体として、４月７日に米のコスト指標を公表。

⚫ 生産段階のコスト指標は玄米60キロ当たり２万535円（税込）。販売までのコストを積み上げると、精米５キロで2,816円（税込）と
なった。

⚫ 食料システム法では、コスト指標が最低保証価格になるとは位置付けておらず、最終的な価格は取引の当事者間で決定される。
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【米のコスト指標（令和８年４月７日公表）】
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